
サイバー犯罪検挙件数の推移

世界最⾼⽔準の安全なサイバー空間の構築
現状
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通信履歴（ログ）の保存の在り⽅についての検討

課題 サイバー時効
発生

サイバー犯罪に対する事後追跡可能性を確保するため、
通信履歴（ログ）の保存の在り方について所要の措置を
講ずることができるよう検討を行い、一定の結論を得る。

今 後 の 取 組

日本版
NCFTA

産学官が個別に事案に対応しており、サイバー
空間全体を俯瞰した上での脅威の根本を断つ対処が不⾜

※NCFTA：FBI等の法執行機関、民間企業、学術機関を構成員として非営
利団体が設立され、サイバー犯罪に係る情報の集約・分析、海外を含め
た捜査機関の職員に対するトレーニング等を実施。
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＜強み＞＜強み＞
法執⾏機関の有す
る捜査権限と海外
とのネットワーク

今 後 の 取 組

課題

日本版ＮＣＦＴＡ(※)の創設

日本版ＮＣＦＴＡを創設

インターネットバンキングに係る
不正送金の被害額

約９億5,700万円
（本年中10月まで）
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